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（９） 　長孫無忌・前掲 135 頁参照。

























に、第 207 条や第 11 条にも「過失殺傷人者、從過失法」という文言が含まれ、
（10） 　長孫無忌・前掲 114 頁参照。
























（12） 　長孫無忌・前掲 407 頁、504 頁、285 頁、34 頁参照。























（13） 　長孫無忌・前掲 387 頁参照。
（14） 　長孫無忌・前掲 510 頁参照。
（15） 　長孫無忌・前掲 282 頁、284 頁、316 頁、330 頁、365 頁、366 頁、422 頁、425 頁、
426 頁、483 頁、504 頁参照。
239 － 刑法における錯誤論の系譜（孫・吉中）
− 142 −
条文 律 内容 処罰

























第 287 条「 盜 緦
麻小功財物」条
賊盗律 窃盗による誤殺人 闘殺の罪を論ずる































第 338 条「 戯 殺
傷人」条
闘訟律 戯殺傷人 闘殺傷罪より減軽二等









































































（17） 　長孫無忌・前掲 285 頁参照。
（18） 　長孫無忌・前掲 480 頁参照。
（19） 　長孫無忌・前掲 425 頁参照。




































































































































































（Ignorantia legis neminem excusat）」あるいは、「法律を知らないことは重過失
である（Ignorare legem est lata culpa）」といった（28）、ローマ法起源の法理との
（27） 　中村正人「清律誤殺再考 ―― 刑罰軽減事由としての観点から」金沢法学 49 巻１号
（2016）20 頁参照。
（28） 　柴田光蔵『法律ラテン語格言辞典』（玄文社、1985）参照。
広島法学　43 巻３号（2020 年）－ 230
− 151 −
関係を含め探究し、史的観点からする、現代刑法理論とのより詳細な比較検
討を行っていきたい。
